社会福祉法人　沖縄県身体障害者福祉協会


各場面での要約筆記（留意事項）
ノートテイクを使った要約筆記

聴覚障害者が１～２名の個人を対象にノートテイクをします。

〈座る位置関係〉

聴覚障害者が１名のとき

　Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ

　　要約筆記２　　難聴者　　要約筆記１　　　　　　難聴者　　要約筆記１　　要約筆記２

　

聴覚障害者が２名のとき
Ｃ                                     ※難聴者のどちら側に座った方がよいか

　　難聴者　　要約筆記１　　難聴者　　　　     充分に調整して下さい。


1 用紙（Ａ４かＢ５のすべりのよい紙）と水性サインペン（黒で濃いもの）は基本的に申込者が用意します。（書きやすさの面から、使い慣れたペンや紙を要約筆記者が用意する場合もあります。）

2 机やテーブルがある場所では問題ありませんが、場所によっては膝の上で書かなければならない場合もあります。バインダーや画板などの台になる物を用意しましょう。

ＯＨＰを使った要約筆記

大勢の聴覚障害者が集まった時には、ＯＨＰ（オーバー・ヘッド・プロジェクター）の上で要約筆記した文字をスクリーンに映し、みんなが同じ情報を共有することができます。
1 機材は基本的に申込者が準備します。

2 当日、使用される資料及びその他資料を少なくとも１週間前には送付して下さい。
→例）進行プログラム・司会者原稿・講演原稿・会場見取り図など
3 講演会等の場合、事前に講師との打ち合わせ時間を設定するようにして下さい。
4 ＯＨＰ使用する場合，位置については下図を参考に配置をご考慮下さい。
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・手話通訳と要約筆記を同時に行う場合
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6 照明・スクリーン設置→主催者・要約筆記者と相談して調節しましょう。機器の設置場所については、正面に向かって右側左側か、聴覚障害者席から見易いのか、直接日光が当たらないか等確認して決めましょう。
7 音響の補助→講堂など広い会場では、講師の声が聞きとりにくい場合があります。手話通訳と同様に要約筆記者が聞きやすくする為、足下に専用の小さなモニタースピーカー等があれば準備をお願いします。
8 要約筆記は、肉体的・精神的にかなり過酷な作業です。長時間であれば１時間に１０分程の休息をとるようにしましょう。
要約筆記はチームプレー
　要約筆記は「聞く」・「まとめる」・「書く」を同時にこなすハードな作業です。連続して筆記をした場合、目と腕が疲れ集中力が低下し大事なことが抜けやすくなります。

　そこで、ＯＨＰやＯＨＣ（オーバー・ヘッド・カメラ）による要約筆記では４～５人のチームで、「１０分～１５分」で交代しながら書いていきます。一人ではできない部分をチームとして助け合いながら、音声情報を文字化してスクリーンに情報を送り出していくのです。

要約筆記２








